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カリ増施を中止した飼料用米生産水田では 
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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

本県では、玄米への放射性セシウム吸収を抑制するため、塩化カリ等の増施が進められてき
たが、玄米中放射性セシウム濃度が経年的に低い地域では、カリ増施が見直され、震災前の水
準に戻されている。そこで、カリ増施の中止時期と土壌中交換性カリ含量の関係を確認したと
ころ、カリ増施を中止した飼料用米生産水田では土壌中交換性カリ含量が低下する傾向が見ら
れた。 
                                                                                                                           
（１） 各調査地点の土壌中放射性セシウム濃度は乾土 1kgあたり 500～900 Bqであった。 
（２） カリ増施実施水田では、収穫後の土壌中交換性カリ含量は乾土 100g あたり 34 mg 程度で

あったが、カリ中止 1 年目水田①、②、カリ中止 3 年目水田①、②では収穫後の土壌中交
換性カリ含量はそれぞれ乾土 100 gあたり 23.0、17.5、12.8、11.6 mgであった。カリ増施
が中止された期間が長いほど収穫後の土壌中交換性カリ含量が低下する傾向が見られた。 

（３） カリ増施実施水田の玄米中放射性セシウム濃度は 1kg あたり 0.5Bq、カリ中止 1 年目水田
①、②、カリ中止 3年目水田①、②でそれぞれ 1kgあたり 0.8、0.5、2.6、2.6 Bqであり、
カリ増施が中止された期間が長いほど玄米中放射性セシウム濃度や移行係数が高まる傾向
が見られたが、いずれも飼料の放射性セシウム濃度の暫定許容値を大幅に下回った。 

 
２ 期待される効果 

（１） カリ増施を中止した地域において飼料用米栽培の基礎資料となる。 
 
３ 活用上の留意点 

（１） 供試品種は「ふくひびき」を用いた。 
（２） 調査ほ場の稲わらは、土壌中に還元されている。 
（３） 土壌中交換性カリ含量を維持するため、稲わらに加え塩化カリ等の施用が必要である。 



   
Ⅱ 具体的データ等 
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表１　異なるカリ増施期間の玄米および土壌中放射性セシウム濃度、交換性カリ含量および粗玄米収量

調査水田

玄米中
放射性セシウム

濃度
（Bq/kg)

土壌中
放射性セシウム

濃度
（Bq/kg乾土)

移行係数
（TF)

土壌中
交換性カリ含量
(mg/100g乾土）

粗玄米収量
(kg/10a)

カリ増施実施 0.5 548 0.0009 34.1 659
カリ中止1年目① 0.8 892 0.0009 23.0 780
カリ中止1年目② 0.5 632 0.0008 17.5 721
カリ中止3年目① 2.6 571 0.0046 12.8 666
カリ中止3年目② 2.6 488 0.0053 11.6 696
注）土壌中交換性カリ含量は収穫後に調査
注）移行係数（玄米中放射性セシウム濃度/土壌中放射性セシウム濃度）

表2　調査ほ場のカリ施用量の経過

2019 2018 2017 2016(年)
カリ増施実施 30.0 30.0 - -
カリ中止1年目① 2.3 14.3 10.3 -
カリ中止1年目② 2.3 14.3 10.3 -
カリ中止3年目① 3.6 2.8 2.5 14.5
カリ中止3年目② 3.6 2.8 2.5 14.5

調査水田
カリ施用量（kg/10a)


